
対象技術分野の拡充について 

 

1． 対象技術分野の拡充に関する検討会による検討 

（１）新規対象技術分野の候補 

・新規対象技術分野の候補として、以下の 4分野を取り上げて検討した。 

①民生部門における温室効果ガス可視化・排出削減行動促進技術 

②産業部門における簡易な温室効果ガス可視化・排出削減行動促進技術 

③照明の高効率化による温室効果ガス排出削減に資する技術分野 

④内窓の設置による温室効果ガス排出削減に資する技術分野 

 

（２）経緯 

第 1回検討会開催（23年 2月 10日）新規技術分野の絞り込み 

第 2回検討会開催（23年 3月 9日）実証試験要領の構成案、技術分野名の検討 

 

（３）検討会における結論 

・「③照明の高効率化による温室効果ガス排出削減に資する技術分野」を、以下の観点から

23年度の ETV新規分野候補とする。 

－安価で比較的手軽に実施できる多様な技術が開発されていること 

－実証項目、実証方法の具体化が可能であり、実証試験機関の候補が存在すること 

－中小企業でも実証試験に要する費用を負担しうること 

・また、「①民生部門における温室効果効果ガス可視化・排出削減行動促進技術」について

は、次回、新規分野検討の際には、22年度の検討結果を踏まえた検討を行うこととする。 

 

（４）技術分野名称（案）について 

・地球温暖化対策技術分野 照明用エネルギー低減技術（反射板・拡散板等） 

（※「反射板・拡散板等」の「等」はルーバーを想定） 

 

2． 今後の予定について 

 23年４月～６月  実証試験要領（案）の検討 

23年６月頃    実証試験要領の策定 

23年７月頃    実証機関の募集・選定 

23年９月頃    実証対象技術の募集・選定 

   ｜    実証試験の実施 

24年２月頃    実証試験結果報告書の作成 
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